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電気工事士だった父親の背中を見て

育った村井さんは同じ道を目指し、97

（平成９）年に県内の工業高校電気科を

卒業。電気工事の仕事に就いた。

小さいころからデザインに興味があり、

中学生の時には部屋中を白黒に塗っ

てしまったという、こだわりの持ち主。

電気工事の仕事に就いてからも、単

に工事をするのではなくいかに美し

く配線にするかなど、常にデザイン

にもこだわっていた。

そんな村井さんが照明器具を作り始

めたのは就職してから２年たったころ。

身近にあった素材（銅）のおもしろさに

ひかれたのがきっかけだった。

銅は人類が始めて使った金属といわ

れる。銅は耐久性に優れ、殺菌作用

が有り、人に優しい金属だと知り、ま

すます銅への興味が深まっていった。

それ以降、我流で銅の加工方法を研

究した。

同時に、仕事で電気の怖さを良く知

る村井さんは、05（平成17）年、照明の

制作販売をするために電気用品安全

法（ＰＳＥ）に基づく製造許可をとった。

ＰＳＥは取得するのが難しく、個人

で許可をとるものは珍しいという。

取得までの１年間は仕事に勉強に創

作にと寝る間も惜しんだ。

06（平成18）年、創作に本格的に取

り組もうと転職を決意し、アトリエ

「Ｋｅｙ-ｍｅｎ」を設立。神戸にて初個

展を開いたところ、その優れたデザ

インとオリジナル性に多方面の注目

を浴びた。

「照明器具は主役を引き立てるための道

具。存在を主張しすぎない銅は脇役に

ぴったりの素材で

す」と村井さん。今

では華道家や写真

家などの展覧会で

照明担当として活

躍することも多い。

創作のコンセプト

は「空気に色をつ

ける道具」だそうで、何もない空間が

作品ひとつで違う空気になったとき、

やりがいを感じるという。

昨年には近江八幡の町屋を活用し、

複数のギャラリーやカフェが同居する

「尾賀商店」を仲間らと立ち上げた。

村井さんの「ｓｈｏｗｒｏｏｍ『ｓｗｉｔｃｈ』」

では銅の照明がバッグや帽子を優し

く照らす。

「原点は照明器具

だが、照らすもの

によって活動の幅

が変化していく。尾

賀商店もその一環

であり、今後も良

い意味で貪欲に

チャレンジしていきたい」と村井さん。

素顔は３児の良きパパ。自分と同じ

ように、子ども達が働く父親の背中

から何かを感じとってくれたら……と

ほほ笑む。

照明作家として、また、父親として、

この先の人生を優しい明かりで照ら

していってほしい。　　　　（取材・福本）
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尾賀商店「ｓｗｉｔｃｈ」
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